
８
月
４
日
か
ら
３
日

間
、
原
水
爆
禁
止
世
界

大
会
が
広
島
を
会
場
に

行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
大

会
に
高
校
生
を
派
遣
し

よ
う
と
い
う
と
り
く
み

が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

管
内
各
町
の
原
水
爆
禁

止
協
議
会
ら
有
志
団
体
で
つ
く
る
原

水
爆
禁
止
国
民
平
和
行
進
地
区
実
行

委
員
会
が
呼
び
か
け
た
も
の
で
す
。

桧
山
教
職
員
組
合
も
構
成
団
体
と
な

っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
「
青
年
教
職
員
を
」
と
い

う
要
請
に
応
え
て
、
大
成
中
学
校
の

富
樫
耀
さ
ん
（

歳
）
が
長
崎
大
会

25に
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
「
核
廃
絶

は
世
代
を
越
え
た
悲

願
、
未
来
世
代
に
リ

レ
ー
し
て
い
き
た
い｣

（
平
和
行
進
江
差
集

会
で
の
白
山
尚
代
表

挨
拶
）
な
ど
の
訴
え

を
受
け
て
、
現
在
、

複
数
の
高
校
生
（
上

ノ
国
在
住
）
が
参
加

の
方
向
で
検
討
中
で

す
。
保
護
者
の
方
々

は
、
「
我
が
子
の
人

生
で
機
会
が
あ
れ
ば

ぜ
ひ
体
験
さ
せ
た
か

っ
た
」
と
語
っ
て
お

り
、
希
望
す
る
高
校

生
の
参
加
に
期
待
を

寄
せ
ま
す
。

こ
の
後
、
実
行
委

員
会
は
、
派
遣
に
要

す
る
経
費
の
支
援
の

た
め
の
募
金
活
動
を

す
す
め
る
予
定
で
す
。
地
元
高
校
生

の
派
遣
と
い
う
こ
と
で
、
団
体
や
関

係
者
の
他
、
広
く
地
域
住
民
の
協
力

を
集
め
る
と
り
く
み
を
重
視
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
貴
重
な
学
び
の
体
験

を
共
有
す
る
た
め
、
地
域
の
住
民
や

子
ど
も
た
ち
に
開
い
た
環
流
報
告
会

も
企
画
し
て
い
ま
す
。

地
域
代
表
と
し
て
高
校
生
を
派

遣
す
る
と
り
く
み
は
、
八
雲
町
な

ど
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
桧

山
で
は
初
め
て
の
事
業
で
、
そ
の

実
現
へ
の
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

人
類
と
の
共
存
が
不
可
能
な
核

兵
器
は
廃
絶
以
外
に
な
く
、
そ
の

た
め
の
歩
み
を
止
め
る
こ
と
が
あ

っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
世
代
へ
の

バ
ト
ン
を
確
実
に
渡
す
た
め
に
、

と
り
く
み
へ
の
ご
協
力
を
心
か
ら

呼
び
か
け
ま
す
。
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２０１６原水爆禁止世界大会広島

日
本
国
憲
法
施
行
の
下
に
始
ま
っ
た
参
議
院
選
挙
、

回
目
と
な
る
通

24

常
選
挙
が
７
月

日
投
票
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
選
挙
権
が

歳
以
上
に

10

18

引
き
下
げ
ら
れ
て
初
の
国
政
選
挙
と
な
り
ま
す
。
国
民
と
社
会
の
針
路
を

左
右
す
る
大
事
な
選
挙
で
あ
る
こ
と
は
論
を
待
ち
ま
せ
ん
が
、
何
よ
り
も

主
権
者
と
し
て
の
公
民
権
の
行
使
が
し
っ
か
り
と
保
障
さ
れ
、
実
行
さ
れ

る
こ
と
が
第
一
義
的
に
望
ま
れ
ま
す
。
実
家
に
住
民
票
を
残
す
学
生
な
ど

が
「
生
活
実
態
が
無
い
」
と
さ
れ
て
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
な
い
問
題
な
ど

深
刻
な
課
題
も
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
投
票
率

の
低
さ
も
検
証
と
改
善
が
必
要
で
す
。
ま
ず
は
私

た
ち
自
身
が
公
民
権
を
積
極
的
に
行
使
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
多
忙
な
日
々
に
あ
っ
て
ま

ま
な
ら
な
い
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
期
日

前
投
票
な
ど
条
件
改
善
も
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
教
職
員
に
は
「
選
挙
権
そ
の
他
の
公
民
と
し
て

の
権
利
を
行
使
す
る
た
め
の
休
暇
」
も
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
権
利
保
障
の
他
に

公
務
教
職
員
と
し
て
「
公
民
教
育
の
範
」
を
示
す

役
割
へ
の
期
待
も
込
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
投
票
権
を
行
使
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

高
校
生
を
送
ろ
う

桧山の街道を行く国民平和行進（6/1江差地区行進）

2915原水爆禁止世界大会長崎（桧山から大成中・富樫耀さんが参加）

公
民
権
の
行
使

公
民
教
育
の
範

第24回参議院通常選挙

投
票
に
行
こ
う
、行
く
べ
し

71.36%

65.02%

50.72%

44.52%

58.84%
56.44% 56.57%

58.64% 57.92%

52.61%

40.00%

45.00%

50.00%

55.00%

60.00%

65.00%

70.00%

75.00%

86年 89年 92年 95年 98年 01年 04年 07年 10年 13年

参議院議員通常選挙（地方区・選挙区）に

おける投票率の推移（総務省資料より作成）



北
海
道
教
育
委
員
会

は
６
月
７
日
、
「
公
立

高
等
学
校
配
置
計
画
案

（
平
成

年
度
～

年

29

31

度
）
」
と
「
平
成

年
29

度
公
立
特
別
支
援
学
校

配
置
計
画
案
」
を
発
表

し
ま
し
た
。

年
度
に
新
た
に
全
道
６
校
で

30
の
学
級
減
を
図
る
他
、
函
館
西
（
３

学
級
）
と
函
館
稜
北
（
３
学
級
）

を
募
集
停
止
し
て
６
学
級
の
新
設

校
と
し
て
再
編
す
る
案
を
示
し
ま

し
た
。
学
科
は
検
討
中
で
す
が
、

校
舎
は
西
高
を
使
用
す
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
上
磯
高
校
の

空
き
教
室
を
活
用
し
て
高
等
支
援

学
校
を
新
設
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

檜
山
学
区
で
は
、

年
度
以
降
４

32

年
間
で
、
学
級
調
整
や
再
編
整
備

の
検
討
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
地
域
別
検
討
協
議

会
で
、「
必
要
と
し
て
い
る
子
ど
も

が
い
る
限
り
学
校
の
存
続
を
」「
こ

れ
以
上
の
経
済
的
負
担
は
無
理
」

来
年
度
、
上
磯
高
校
の
空
き
教

室
を
利
用
し
て
２
間
口
の
高
等
支

援
学
校
を
新
設
す
る
と
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
と
保
護
者
の
切
実
さ

を
反
映
し
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
、

特
別
な
支
援
を
要
す
る
子
ど
も
の

学
び
を
保
障
す
る
上
で
の
環
境
に

つ
い
て
検
証
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
間
増
設
さ
れ
た
支
援
学
校

は
空
き
校
舎
・
教
室
の
転
用
が
ほ

と
ん
で
す
。
寄
宿
舎
が
併
設
さ
れ

な
い
こ
と
も
負
担
を
大
き
く
さ
せ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
と

実
態
に
合
っ
た
条
件
整
備
は
緊
要

の
課
題
で
す
。

高
等
部
の
学
科
編
成
で
、
障
害

程
度
の
「
軽
重
」
区
分
の
廃
止
を

な
ど
の
声
が
出
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

「
地
域
を
支
え
る
独
自
の
教
育
の

在
り
方
」「
少
人
数
を
生
か
し
た
施

策
の
実
施
」
な
ど
に
つ
い
て
検
討

す
る
必
要
も
説
か
れ
て
い
ま
す
。

「
地
方
創
生
」
が
叫
ば
れ
る
中
、

高
校
の
存
続
と
地
域
の
関
わ
り
を

視
点
に
据
え
た
議
論
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
そ
の
際
、
教
育
の
最
大
の

当
事
者
で
あ
る
生
徒
の
声
を
聴
い

て
生
か
す
姿
勢
が
大
切
で
す
。

示
し
た
こ
と
は
、
学

び
の
場
の
多
様
性
を

確
保
す
る
上
で
有
効

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
子
ど
も
の
発
達

や
実
態
に
立
っ
た
教

育
課
程
づ
く
り
が
課

題
と
な
り
ま
す
。
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高校配置計画案発表

熊本震災から２月半、救済に向けた支援が続けられています。

これまで桧山教組に寄せられたカンパは 21,463 円になります。

８つの職場から届けられました。第 1 次分として近く送金します。

「子どもと学校」の支援に資する予定です。皆様のご厚意

に深く感謝申し上げます。復旧・復興はなお途上です。

熊本震地震救援カンパ

２１４６３円

ありがとうございます

引き続きご御協力をお願いします

続
く
学
級
減
と
統
廃
合

公立高等学校配置計画案（2017年度～2019年度）渡島・桧山学区
＊「公立高等学校配置計画案」(平成29年度～31年度)より作成

渡島学区

学校名 Ｈ28学級 欠員 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 備 考

函 館 西 普４ 0 普▲1 普▲3 閉 新設校 学科検討中

函館陵北 普３ 0 普▲3 閉 6学級 西高校舎使用

単市立函館 普８ 0 普▲2

函館工業定 工２ 62 工▲1

上 磯 普2→１ 7 普▲１→0 空教室活用で高等特別支援開設

総 森 普３→２ 0 総＋1

計 普▲1 総＋1工▲1 普▲2 普▲６ （学科検討）＋6

渡島学区Ｈ32～35見通し ○4年間で7～8学級相当の調整 ○函館市内で定員調整 ○北斗市内で再編の検討

檜山学区

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ29～35 Ｈ３２～３５

学区内中卒数 325 313 294 ２９１ ２４７ ２３６ ２18 ２16
▲1０９ ▲７５

対前年増減 ▲12 ▲19 ▲３ ▲４４ ▲1１ ▲1８ ▲2

学校名 Ｈ28学級 欠員 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32～35年度の見通し 備 考

単 江 差 普３ ５ ○4年間で１～２学級相当の調整

上 ノ 国 普1 ３ ○学区全体の高校配置の在り方についての検討

総 檜山北 普３ 31 ○小希望校の学級減や再編整備の在り方の検討

奧尻 町 普1 29 ○地域キャンパス校化の検討

計 普８ 68

公立特別支援学校配置計画案（2017年度）道南関係
＊ 「公立特別支援学校配置計画案」（平成29年度）より作成

区分 学校名 学科名
Ｈ2８年度 Ｈ29年度 増 減

学級 定員 学級 定員 学級 定員

産 業 科 1 8 ― ― ▲１ ▲8

農 業 科 ２ 16 1 8 ▲１ ▲8

知的 今 金 生 活 家 庭 科 1 8 ― ― ▲１ ▲8

(職) 高等養護学校 窯 業 科 ― ― 1 8 １ 8

家 庭 総 合 科 ― ― 1 8 １ 8

計 ４ ３２ ３ ２４ ▲１ ▲8

新 設 環境・流通サポート科 ― ― 1 8 1 8

高等支援学校 福祉サービス科 ― ― 1 8 1 8

(上磯高校空教室) 計 ― ― ２ 16 ２ 16

肢体 函館養護学校
普通科 （重 複） ５ 1５ ４ 1２ ▲１ ▲３

計 ５ 1５ ４ 1２ ▲１ ▲３

渡
島
学
区
な
ど
も

子
ど
も
と
地
域
の
声
生
か
す
検
討
を

特
別
支
援
学
校
配
置
計
画
案

教
育
条
件
の
整
備
は
緊
要

北海道上磯高等学校の校舎

教員採用試験2次対策学習会

集団面接対策

日 時 内 容 会 場

第1回 7/15金 18:30 ・基礎と作法（ビデオ） 元和交遊館(乙部)

第2回 7/26火 17:30

第3回 7/27水 17:30 ・集団面接の実際(演習) 桧山教職員会館

第4回 7/28木 17:30 ・模擬授業の実際(演習) 江差町陣屋町86-1

第5回 7/29金 17:30

参加自由、無料。最寄りの職場分会か組合員または下記へご連絡を。
申込先：桧山教職員組合 Ｔ0139-52-0858 Ｆ0139-52-1490


